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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
少
し
遅
れ
て
の
ご
挨
拶
と
な
り
ま
し
た

が
、村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
統
一選
挙
の
年
で
す
。我
が
村

で
も
村
長
選
挙
を
控
え
て
お
り
、一票
の
重

さ
が
よ
り
身
近
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
の
暮
れ
に
、村
内
中
学
生
に
よ
る

模
擬
議
会
が
開
か
れ
、活
発
な
討
議
を
さ

れ
ま
し
た
。若
い
人
が
政
治
に
興
味
を
も

って
く
れ
る
こ
と
は
、大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
、村
の
将
来
に
希
望
の
光
を
見
る

思
い
で
し
た
。

　
今
年
は
亥（
猪
）年
で
す
。今
、世
界
の

政
治
、経
済
は
エ
ゴ
の
張
り
合
い
の
様
相
で

す
。こ
ん
な
中
、猪
武
者
の
気
概
を
持
つ
こ

と
が
必
要
か
と
考
え
る
が
、農
作
物
に
被

害
を
加
え
る
猪
だ
け
は
ご
免
被
り
た
い
も

の
で
す
。
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内容は12ページ記事をご覧ください。

●新年のごあいさつ ………………… P2
●平成３０年１２月定例会………P3～4
●５議員が一般質問……………P5～10
●中学生による模擬議会 ……… P12

主 な 内 容

■傍聴に関するお問い合わせは議会事務局へ ☎82-2101 ■議会ホームページ http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/

中学生による模擬議会
［平成３０年１２月２６日］

　１２月２６日（水）に議場にて、村内中学生による模擬議会が開催さ
れました。
　天栄中学校と湯本中学校の生徒１０名が参加し、執行部と活発な
議論を交わしました。議長は天栄中学校の黒澤優斗君が務め、緊張
した面持ちながらも、立派に議長としての職を全うしました。議会終了後には、「中学生ならではの観点で質問
が出て大変嬉しく思う。今回の模擬議会を通し、行政に興味を持ってもらい、将来本物の議員となって、ここに
立ってほしい。」と廣瀬和吉議長が講評を行いました。

村 政 をが 問村内中学生 う

中学生による模擬議会で議長を務める
黒澤優斗君（天栄中）議長

❶商業施設の誘致について
❷若者が魅力を感じる村づくりの計画につい
て

車田朱璃さん（天栄中）5番

❶交流人口を増加させる観光の振興政策につ
いて
❷国道２９４号線沿いの桜並木の周辺整備に
ついて

圓谷晃生君（天栄中）1番
❶福祉を充実させる「へるすぴあ」の役割につ
いて
❷高齢者や障がい者の福祉に対する老人ホー
ムとへるすぴあの関係について

小沼楓涼君（天栄中）6番

❶外灯の設置基準について
❷不審者対応や交通事故防止に向けた外灯
設置について

蛭田周夏君（天栄中）2番
❶移住者の増加対策を含めた本村の人口減
少対策について
❷天栄村の行事や魅力等の情報発信につい
て

蛯原風馬君（天栄中）7番

❶白子テニス場の整備について
❷理科実験器具の整備について

内山巧稀君（天栄中）3番
❶今年度、新たに行った農業政策について
❷その政策の意図と成果について

室井　遥さん（湯本中）8番

❶天栄村のまちおこし計画について
❷村民へのまちおこしPRについて

大高来望さん（天栄中）4番
❶美しい村づくりに向けたゴミの不法投棄へ
の取組について

❷今後の環境整備の取組について

星　妃咲さん（湯本中）9番



天栄村議会だより
No.145 2天栄村議会だより

No.1453

村議会議員  一同

議長
廣瀬 和吉
議長

廣瀬 和吉
議長

廣瀬 和吉

　平成３０年１２月定例会では、6月定例会において予算が計上
された公有財産の取得や平成３０年度一般会計補正予算など８
議案（うち報告１件）が提出され、承認・可決しました。また、公立
岩瀬病院企業団議会議員の選挙１件が行われました。
　陳情については１件を審議、採択とし、議員発議案１件が可決
されました。
　２日間にわたり、５名の議員が一般質問を行い、農業振興の
現状や防犯カメラの設置などについて問いました。

12月定例会［会期］ 12月4日～7日まで

羽鳥湖高原地域駐車場用地として
田良尾字芝草地内の用地取得について議決

不動産の位置図
　
村
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
、村
議
会
と
し
て

そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、

決
意
も
新
た
に
議
会
の
活
性
化
に
取
り

組
み
、魅
力
あ
る
天
栄
村
に
す
る
た
め
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、こ
の一

年
が
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新年のごあいさつ平成31年

可決
Pickup!! ［議案第５号］ 平成３０年度一般会計補正予算（第5号）

歳入歳出予算の総額に
１,７８１万３,０００円を追加

増額補正の
主なもの

●子ども・子育て支援事業計画策定
　ニーズ調査業務委託料 250.9万円子育て関連

●除雪委託料 1,000万円道路維持

●学校空調設備設置工事請負費 333.8万円
　※大里小学校・牧本小学校のパソコン教室
　　天栄中学校の特別支援教室へのエアコン設置

教育施設

議会での質疑と答弁
田良尾字芝草地内の用地購入（議案第２号）について

今は物置として使用されているので、今後は解体し、全面駐車場としての利用を考えています。資
材等については、片付けていただくことになっております。

［総務課長］A

旧コンビニが用地の中にあるが、建物の利用はどう考えているのか。また、現在置かれて
いる資材等は撤去の確約をしているのか。

［小山議員］Q

まずはイベント等における駐車場用地としての使用を目的としています。また、防災ヘリの更新に
より、規格が変更となることから、万が一の際の離着陸に使用することも考えております。

［総務課長］A

用地の使用目的を詳しく説明願います。
［大須賀議員］Q

※上記内容は抜粋となりますので、詳しい内容や他の質疑に関しては、会議録をご覧ください。
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号

号

12月定例会その他審議結果一覧表

陳情書１件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において採択となりました。

報告

選挙

事　件号 内　容 結果
福島県市町村総合事務組合
規約の変更専決処分の報告について －

１件の陳情を採択、議員発議案により意見書提出へ

総務常任委員会 原発事故から７年が過ぎ、健康への影響が心配される
放射線に関して、国・東京電力と住民が情報を共有し、
対策を進め、リスク低減に取り組む「リスクコミュニケ
ーション」は引き続き重要である。事故を起こした原発
の廃炉までは３０～４０年はかかるといわれている。原
子力規制委員会に放射線監視装置（モニタリングポス
ト等）を撤去しないよう国に対して要請する。

放射線監視装置（モニタリング
ポスト等）を撤去しないことを
求める陳情について

1

田良尾字芝草地内の
財産取得1,000万円財産の取得に関し議決を求めることについて 原案可決2

大里中部仮置場原形復旧工事
請負契約の一部変更

今坂区仮置場原形復旧工事
1億2,636万円　
有限会社おおき建設工業

工事請負契約の一部変更について 原案可決4

工事請負契約の一部変更について 原案可決3
議案

議案

郡山市と天栄村との連携中枢都市圏形成に係る連携協約の
締結に関する協議について1

5 平成30年度天栄村一般会計補正予算について ３ページ参照 原案可決
6 平成30年度天栄村介護保険特別会計補正予算について 歳出内の補正

1 専決処分の報告について 福島県市町村総合事務組合規約の変更

原案可決

1 公立岩瀬病院企業団議会議員選挙について 小山克彦議員（継続） 指名推選

原案可決
郡山市との「こおりやま広域連携
中枢都市圏」を形成するための連
携協約の締結

報告
事　件号 内　容

工事請負契約の締結について1
児渡滝田線道路改良工事
契約金額　　5,140万8,000円
契約の相手　株式会社八木沼組

平成30年度天栄村一般会計補正予算について2
（主な内容）
中学生各種大会出場補助金
183.2万円増額

工事請負契約の締結について7 原案可決

高トヤ仮置場放射性土壌等搬入
物設置工事（2期）の一部変更

【意見書の送付先】 原子力規制委員会

　平成３０年１２月定例会の一般質問は、１２月４～５日にかけて行われました。
　天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を４０分とした
一門一答式のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、
興味のある方は会議録の閲覧もできます。

防犯カメラ設置について1

除雪車の管理について3
土砂災害の危険性について2

服部　晃 議員 P74番2

天栄ブランド米（特別栽培米）の対応について1
村内の子どもへ対する予防接種の助成は2

円谷　要 議員 P82番3

行政区要望事項の実施状況について1
幼児教育・保育の無償化について2

北畠　正 議員 P91番4

定住促進住宅の家賃滞納について1
鳳坂トンネル工事について2

熊田 喜八 議員 P108番5

農業振興の現状と今後の方針は1

大須賀 渓仁 議員 P63番1

村
政
を

問
う

　「議会」は、住民の皆さんに
代わって村の行財政の運営
を監視する役割があります。
　一般質問は、その議会を
構成する「議員」に与えられ
た権利です。村の事務の執
行状況や村の将来への考え
方について報告や説明を村
長に求めることができます。
村民のための適切な村政運
営が図られているか、質問を
行っています。

一般質問って
なぁに？？

可決
　平成３０年１０月１２日に開会された第５回臨時会において、次の議案について審議
され、原案どおり可決となりました。

平成30年第5回臨時会の議案審議結果 ［期日］ 10月12日
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原案可決

1 公立岩瀬病院企業団議会議員選挙について 小山克彦議員（継続） 指名推選

原案可決
郡山市との「こおりやま広域連携
中枢都市圏」を形成するための連
携協約の締結

報告
事　件号 内　容

工事請負契約の締結について1
児渡滝田線道路改良工事
契約金額　　5,140万8,000円
契約の相手　株式会社八木沼組

平成30年度天栄村一般会計補正予算について2
（主な内容）
中学生各種大会出場補助金
183.2万円増額

工事請負契約の締結について7 原案可決

高トヤ仮置場放射性土壌等搬入
物設置工事（2期）の一部変更

【意見書の送付先】 原子力規制委員会

　平成３０年１２月定例会の一般質問は、１２月４～５日にかけて行われました。
　天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を４０分とした
一門一答式のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、
興味のある方は会議録の閲覧もできます。

防犯カメラ設置について1

除雪車の管理について3
土砂災害の危険性について2

服部　晃 議員 P74番2

天栄ブランド米（特別栽培米）の対応について1
村内の子どもへ対する予防接種の助成は2

円谷　要 議員 P82番3

行政区要望事項の実施状況について1
幼児教育・保育の無償化について2

北畠　正 議員 P91番4

定住促進住宅の家賃滞納について1
鳳坂トンネル工事について2

熊田 喜八 議員 P108番5

農業振興の現状と今後の方針は1

大須賀 渓仁 議員 P63番1

村
政
を

問
う

　「議会」は、住民の皆さんに
代わって村の行財政の運営
を監視する役割があります。
　一般質問は、その議会を
構成する「議員」に与えられ
た権利です。村の事務の執
行状況や村の将来への考え
方について報告や説明を村
長に求めることができます。
村民のための適切な村政運
営が図られているか、質問を
行っています。

一般質問って
なぁに？？

可決
　平成３０年１０月１２日に開会された第５回臨時会において、次の議案について審議
され、原案どおり可決となりました。

平成30年第5回臨時会の議案審議結果 ［期日］ 10月12日
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
近
年
、全
国
的
に
犯
罪
が
複
雑
多

様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増

え
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、天

栄
村
で
も
窃
盗
事
件
が
発
生
す
る

な
ど
、危
険
度
は
増
し
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
上
か

ら
も
、ま
た
村
民
が
安
心
、安
全
な

日
常
生
活
を
す
る
た
め
に
も
是
非

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
が
、村
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
は一定
の
犯
罪
抑
止

力
と
、犯
罪
の
発
生
後
に
は
、犯
人

の
特
定
に
非
常
に
有
効
な
も
の
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
村
内
へ
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、設
置
場
所
及
び
設

置
費
用
な
ど
多
方
面
か
ら
、検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
異
常
な
程
、台
風
が
日
本

国
土
に
上
陸
し
、ま
た
各
地
で
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
落
雷
な
ど
自
然
災
害
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
天
栄
村
で
も
、防
災
マ
ッ
プ
が
作

成
さ
れ
、全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た

が
、土
砂
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ

れ
た
地
域
に
対
し
て
は
、ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
村
長
に

伺
い
た
い
。

　
本
村
で
は
、土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
い
て
、土
砂
災
害
危
険
箇
所
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く

存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、承
知
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
危
険
箇
所

を
対
策
工
事
に
よ
り
安
全
な
状
態

に
し
て
い
く
に
は
、膨
大
な
時
間
と

費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

土
砂
災
害
防
止
法
で
は
、危
険
の
周

知
、避
難
体
制
の
整
備
、一定
の
開
発

行
為
の
制
限
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、土
砂
災
害
危
険
区
域

の
多
い
湯
本
地
区
に
お
い
て
、土
砂

災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実

施
す
る
な
ど
、実
践
的
な
訓
練
に
も

取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、本
庁
管
内
に
お
い
て
も

避
難
訓
練
を
実
施
し
、住
民
の
皆
さ

ん
に
土
砂
災
害
の
危
険
性
と
、災
害

時
に
お
け
る
身
の
安
全
の
確
保
に
つ

い
て
、周
知
し
て
参
り
ま
す
。

　
天
栄
村
で
は
、

防
災
備
蓄
倉
庫

の
敷
地
内
に
除

雪
車
が
駐
車
し

て
い
ま
す
が
、福

島
県
内
を
見
渡

し
て
も
、野
ざ
ら

し
に
な
っ
て
い
る

の
は
天
栄
村
だ

け
だ
と
思
い
ま

す
。高
価
な
も
の

な
の
で
車
庫
に

保
管
の
上
、大
事

に
扱
う
べ
き
と

考
え
る
が
、村
長

の
考
え
を
伺
い

た
い
。

　
本
庁
管
内
を
除
雪
し
て
い
る
５
台

の
除
雪
車
が
野
ざ
ら
し
の
状
態
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、格
納
庫
の
規
模
や
構
造

を
簡
易
な
も
の
で
安
価
に
出
来
な
い

か
、ま
た
、他
の
補
助
事
業
等
で
整

備
で
き
な
い
か
な
ど
を
検
討
し
な
が

ら
改
善
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

村 

長

産
業
課
長

産
業
課
長

大
須
賀 

渓
仁 

議
員

3番

除雪車屋外保管状況

農
業
振
興
の

現
状
と
今
後
の

方
針
は

1
　
本
村
で
は
、天
栄
米・ヤ
ー
コ
ン・

長
ネ
ギ
を
三
大
ブ
ラ
ン
ド
と
位
置
づ

け
事
業
展
開
し
、村
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
り
多
大
な
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。し
か
し
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
今
後
も
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
事
か
ら
、

農
業
振
興
に
対
す
る
村
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
、種
苗
購
入
費

の
２
分
の
１
を
補
助
し
、現
在
、ミ
ニ

ト
マ
ト
が
６
名
、ア
ク
な
し
ワ
ラ
ビ

で
１
名
が
道
の
駅
等
に
出
荷
を
し
、一

定
の
定
着
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
村
補
助
が
今
年
度
で
終
了
す
る

が
、今
後
も
自
立
し
た
出
荷
が
で
き

る
状
況
か
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
販
売
金
額
は
、平

成
29
年
度
は
約
37
万
円
、平
成
30
年

度
は
猛
暑
の
影
響
も
あ
り
約
29
万

円
の
販
売
状
況
で
し
た
が
、今
後
も

自
立
し
て
出

荷
は
可
能
で

あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
農
業
法
人
化
は
必
要
不
可
欠
な

取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

担
い
手
の
中
核
で
あ
る
認
定
農
業
者

を
中
心
に
、経
営
の
意
識
改
革
を
図

り
な
が
ら
、法
人
化
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
は
、現
在
３
名
の

農
業
者
が
、米
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
は
費
用
が
か
か
る

の
か
。

　
県
が
運
営
主
体
の
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ・Ｇ

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
は
費
用
が
か

か
り
ま
す
が
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
実
証
栽

培
は
、５
年
間
を
検
証
期
間
と
し
、

来
年
度
か
ら
新
た
な
農
作
物
の
栽

培
実
証
に
取
り
組
み
た
い
、ま
た
営

農
指
導
に
つ
い
て
は
米
や
園
芸
作
物

全
般
に
わ
た
り
、き
め
細
や
か
な
指

導
が
行
え
る
よ
う
、村
独
自
に
指
導

員
の
確
保
に
努
め
、農
業
振
興
を
図

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ

設
置
に
つ
い
て

1

土
砂
災
害
の

危
険
性
に
つ
い
て

2

除
雪
車
の

管
理
に
つ
い
て

3

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長
村
政
を
問
う

一
般
質
問

トマト（天姫）

村 

長

村 

長

服
部
　
晃 

議
員

4番

①
ト
マ
ト
・ワ
ラ
ビ
と
い
っ

た
実
証
栽
培
の
成
果
は
。

②
農
業
法
人
化
と
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

の
取
得
の
現
状
は
。

③
新
た
な
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
計
画
や
営
農
指

導
の
受
け
入
れ
の
考
え

は
あ
る
か
。
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、大
事

に
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と
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が
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長

の
考
え
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た
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を
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る
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の
除
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の
状
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と
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す
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今
後
は
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の
規
模
や
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造
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簡
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も
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に
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。
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駅
等
に
出
荷
を
し
、一

定
の
定
着
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
村
補
助
が
今
年
度
で
終
了
す
る

が
、今
後
も
自
立
し
た
出
荷
が
で
き

る
状
況
か
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
販
売
金
額
は
、平

成
29
年
度
は
約
37
万
円
、平
成
30
年

度
は
猛
暑
の
影
響
も
あ
り
約
29
万

円
の
販
売
状
況
で
し
た
が
、今
後
も

自
立
し
て
出

荷
は
可
能
で

あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
農
業
法
人
化
は
必
要
不
可
欠
な

取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

担
い
手
の
中
核
で
あ
る
認
定
農
業
者

を
中
心
に
、経
営
の
意
識
改
革
を
図

り
な
が
ら
、法
人
化
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
は
、現
在
３
名
の

農
業
者
が
、米
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
は
費
用
が
か
か
る

の
か
。

　
県
が
運
営
主
体
の
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ・Ｇ

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
は
費
用
が
か

か
り
ま
す
が
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
実
証
栽

培
は
、５
年
間
を
検
証
期
間
と
し
、

来
年
度
か
ら
新
た
な
農
作
物
の
栽

培
実
証
に
取
り
組
み
た
い
、ま
た
営

農
指
導
に
つ
い
て
は
米
や
園
芸
作
物

全
般
に
わ
た
り
、き
め
細
や
か
な
指

導
が
行
え
る
よ
う
、村
独
自
に
指
導

員
の
確
保
に
努
め
、農
業
振
興
を
図

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ

設
置
に
つ
い
て

1

土
砂
災
害
の

危
険
性
に
つ
い
て

2

除
雪
車
の

管
理
に
つ
い
て

3

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長
村
政
を
問
う

一
般
質
問

トマト（天姫）

村 

長

村 

長

服
部
　
晃 

議
員

4番

①
ト
マ
ト
・ワ
ラ
ビ
と
い
っ

た
実
証
栽
培
の
成
果
は
。

②
農
業
法
人
化
と
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

の
取
得
の
現
状
は
。

③
新
た
な
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
計
画
や
営
農
指

導
の
受
け
入
れ
の
考
え

は
あ
る
か
。
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施工後

要望による整備

村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
各
行
政
区
か
ら
毎
年
要
望
事
項
に

つ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、現
在
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、実
施
に
つ
い
て
は
何
ら
か

の
優
先
順
位
が
あ
る
の
か
ど
う
な
の

か
、行
政
区
と
は
ど
の
よ
う
な
や
り

と
り
を
し
て
い
る
の
か
も
伺
い
た
い
。

　
毎
年
各
行
政
区
か
ら
は
多
種
多
様

な
要
望
が
あ
り
、直
ち
に
対
応
で
き

る
も
の
か
ら
調
査
検
討
を
要
し
て
実

施
ま
で
に
数
年
か
か
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、用
地
等
の
問
題
で
協
力

が
得
ら
れ
ず
実
施
で
き
な
い
も
の
や

地
権
者
の
受
益
を
鑑
み
て
公
共
事
業

で
は
適
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
あ
る
た

め
、一律
に
進
捗
状
況
を
表
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。要
望
に
つ
い

て
は
、毎
年
１
０
０
件
前
後
の
要
望

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、要
望
の
実
施

数
は
約
50
件
程
度
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、優
先
順
位
に
つ
き
ま
し
て
は
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
を
優
先
的
に
心

が
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、地
区
ご

と
に
金
額
規
模
を
含
め
、近
年
の
実

施
状
況
や
緊
急
性
を
勘
案
し
て
大
き

な
偏
り
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、行
政
区
と
の
や
り
と
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、要
望
書
提
出
の
際
に
ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、協
働
の
里
づ
く
り
事
業
な

ど
の
住
民
協
働
の
事
業
展
開
も
し
な

が
ら
、出
来
る
限
り
各
地
区
の
要
望

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　　
小・中
学
校
に
お
い
て
教
科
書
等

は
無
料
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、給

食
費
は
保
護
者
に
と
っ
て
経
済
的
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。少
子
化
対
策

の一環
と
し
て
保
育
所
入
所
者
負
担

金
や
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
の
無
償

化
、更
に
は
小・中
学
校
の
給
食
を
無

償
化
、あ
る
い
は
軽
減
化
す
る
事
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

　
幼
稚
園・保
育
所
な
ど
の
利
用
料

が
無
償
化
さ
れ
る
こ
と
が
、国
か
ら

の
方
針
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、２
０
１
９

年
10
月
１
日
か
ら
の
実
施
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
村
で
は
、子
育
て
支
援
の一環

と
し
て
、幼
稚
園
授
業
料
の
無

償
化
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
所
の
利
用
者
負

担
金
は
現
在
、多
子
世
帯
や
同

時
入
所
の
利
用
者
負
担
金
の
軽

減
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
村
で
は
、国
が
無
償
化
を
実

施
す
る
２
０
１
９
年
10
月
１
日

よ
り
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の

み
を
対
象
と
し
て
無
償
化
、ま

た
、幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
も
無
償

化
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
給
食
に
か
か
る
経
費

に
つ
い
て
は
、学
校
給
食
法
に
お
い

て
、保
護
者
の
負
担
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、無
償
化
あ
る
い
は
軽
減
化
に

お
き
ま
し
て
は
、基
本
的
に「
食
」の

部
分
で
あ
り
ま
す
の
で
、受
益
者
負

担
の
考
え
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、県
内
市
町
村
の
動
向
を

見
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

産
業
課
長

産
業
課
長

住
民
福
祉
課
長

天栄保育所

天栄ブランド米

天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
米

（
特
別
栽
培
米
）の

対
応
に
つ
い
て

1

村
内
の
子
ど
も
へ

対
す
る
予
防

接
種
の
助
成
は

2

　
毎
年
農
業
情
勢
が
変
化
す
る
な

か
で
、村
と
し
て
は
ブ
ラ
ン
ド
米（
特

別
栽
培
米
）を
ど
の
よ
う
な
方
法
で

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ま
た
計
画
が
あ
る
の
か
。過
去
５
年

間
の
特
別
栽
培
米
の
作
付
け
状
況
の

資
料
提
出
の
上
お
伺
い
し
ま
す
。

　
米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、全
国
ベ
ー

ス
で
、主
食
用
米
の
需
要
量
が
年
々

減
少
し
て
い
る
中
、平
成
30
年
か
ら
、

国
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分

が
廃
止
さ
れ
、米
作
り
は
、生
産
者

が
自
ら
の
経
営
判
断
や
販
売
戦
略

で
行
う
と
い
う
制
度
に
大
き
く
変
わ

り
、消
費
者
の
需
要
を
踏
ま
え
た
米

作
り
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、農
村
環

境
の
保
全
と
、環
境
に
配
慮
し
た
特

別
栽
培
や
有
機
栽
培
に
よ
る
安
全・

安
心
な
米
作
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、県
や
Ｊ
Ａ
と
緊
密
に
連
携
し
、

消
費
者
の
理
解
促
進
を
図
り
、米
需

要
の
拡
大
を

図
っ
て
参
り
ま

す
。

　
特
別
栽
培

の
販
売
戦
略

を
農
協
と
協

議
を
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

　
今
ま
で
は
農
協
と
協
議
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、今
ま
で
と
同
じ
考

え
で
作
付
け
販
売
は
生
産
者
の
判
断

で
お
願
い
し
ま
す
と
の
こ
と
で
す
か
。

　
生
産
者
が
自
ら
の
経
営
判
断
や

販
売
戦
略
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、村
と
し
て
は
、こ
れ
か

ら
は
農
協
と
協
議
を
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
子
ど
も
達
が
受
け
る
予
防

接
種
は
、何
種
類
あ
る
の
か
。ま
た
、

村
で
は
ど
の
予
防
接
種
に
対
し
助
成

金
を
出
し
て
い
る
の
か
、出
し
て
い

な
い
の
か
資
料
提
出
の
上
、お
伺
い

し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
予
防
接
種
は
、小
学
校

６
年
生
ま
で
に
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
接
種
が
８
種
類
、計
25
回

の
接
種
と
、任
意
接
種
で
は
あ
り
ま

す
が
、本
村
に
お
い
て
は
、行
政
措

置
接
種
と
し
て
実
施
し
て
い
る
２

種
類
、計
４
回
か
ら
５
回
の
接
種
が

ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

村
が
負
担
し
て
い
る
予
防
接
種
で
、

村
民
の
自
己
負
担
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。ま
た
そ
の
他
、任
意
接
種
と
し

て
３
種
類
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た
、毎
年
子

ど
も
達
が
受
け
る
予
防
接
種
と
し

て
は
、任
意
接
種
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
が
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
は
、

任
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、保
護
者
の

判
断
に
よ
り
接
種
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
お
い
て
は
、村
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、１
回
１
，０
０
０
円

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
回
数
は
、１
歳
か
ら
13
歳
未
満

が
年
２
回
、13
歳
か
ら
15
歳
ま
で
が

年
１
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
お

い
て
、１
回
１
，０
０
０
円
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
を
知
ら
な
い
村
民
の
た

め
に
早
急
に
通
知
で
き
な
い
か
。

　
早
急
に
村
民
に
周
知
徹
底
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

幼
児
教
育・保
育
の

無
償
化
に
つ
い
て

2

行
政
区
要
望
事
項
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

1 議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

村
政
を
問
う

一
般
質
問

円
谷
　
要 

議
員

2番

北
畠
　
正 

議
員

1番

施工前
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施工後

要望による整備

村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
各
行
政
区
か
ら
毎
年
要
望
事
項
に

つ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、現
在
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、実
施
に
つ
い
て
は
何
ら
か

の
優
先
順
位
が
あ
る
の
か
ど
う
な
の

か
、行
政
区
と
は
ど
の
よ
う
な
や
り

と
り
を
し
て
い
る
の
か
も
伺
い
た
い
。

　
毎
年
各
行
政
区
か
ら
は
多
種
多
様

な
要
望
が
あ
り
、直
ち
に
対
応
で
き

る
も
の
か
ら
調
査
検
討
を
要
し
て
実

施
ま
で
に
数
年
か
か
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、用
地
等
の
問
題
で
協
力

が
得
ら
れ
ず
実
施
で
き
な
い
も
の
や

地
権
者
の
受
益
を
鑑
み
て
公
共
事
業

で
は
適
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
あ
る
た

め
、一律
に
進
捗
状
況
を
表
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。要
望
に
つ
い

て
は
、毎
年
１
０
０
件
前
後
の
要
望

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、要
望
の
実
施

数
は
約
50
件
程
度
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、優
先
順
位
に
つ
き
ま
し
て
は
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
を
優
先
的
に
心

が
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、地
区
ご

と
に
金
額
規
模
を
含
め
、近
年
の
実

施
状
況
や
緊
急
性
を
勘
案
し
て
大
き

な
偏
り
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、行
政
区
と
の
や
り
と
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、要
望
書
提
出
の
際
に
ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、協
働
の
里
づ
く
り
事
業
な

ど
の
住
民
協
働
の
事
業
展
開
も
し
な

が
ら
、出
来
る
限
り
各
地
区
の
要
望

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　　
小・中
学
校
に
お
い
て
教
科
書
等

は
無
料
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、給

食
費
は
保
護
者
に
と
っ
て
経
済
的
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。少
子
化
対
策

の一環
と
し
て
保
育
所
入
所
者
負
担

金
や
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
の
無
償

化
、更
に
は
小・中
学
校
の
給
食
を
無

償
化
、あ
る
い
は
軽
減
化
す
る
事
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

　
幼
稚
園・保
育
所
な
ど
の
利
用
料

が
無
償
化
さ
れ
る
こ
と
が
、国
か
ら

の
方
針
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、２
０
１
９

年
10
月
１
日
か
ら
の
実
施
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
村
で
は
、子
育
て
支
援
の一環

と
し
て
、幼
稚
園
授
業
料
の
無

償
化
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
所
の
利
用
者
負

担
金
は
現
在
、多
子
世
帯
や
同

時
入
所
の
利
用
者
負
担
金
の
軽

減
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
村
で
は
、国
が
無
償
化
を
実

施
す
る
２
０
１
９
年
10
月
１
日

よ
り
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の

み
を
対
象
と
し
て
無
償
化
、ま

た
、幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
も
無
償

化
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
給
食
に
か
か
る
経
費

に
つ
い
て
は
、学
校
給
食
法
に
お
い

て
、保
護
者
の
負
担
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、無
償
化
あ
る
い
は
軽
減
化
に

お
き
ま
し
て
は
、基
本
的
に「
食
」の

部
分
で
あ
り
ま
す
の
で
、受
益
者
負

担
の
考
え
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、県
内
市
町
村
の
動
向
を

見
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

産
業
課
長

産
業
課
長

住
民
福
祉
課
長

天栄保育所

天栄ブランド米

天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
米

（
特
別
栽
培
米
）の

対
応
に
つ
い
て

1

村
内
の
子
ど
も
へ

対
す
る
予
防

接
種
の
助
成
は

2

　
毎
年
農
業
情
勢
が
変
化
す
る
な

か
で
、村
と
し
て
は
ブ
ラ
ン
ド
米（
特

別
栽
培
米
）を
ど
の
よ
う
な
方
法
で

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ま
た
計
画
が
あ
る
の
か
。過
去
５
年

間
の
特
別
栽
培
米
の
作
付
け
状
況
の

資
料
提
出
の
上
お
伺
い
し
ま
す
。

　
米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、全
国
ベ
ー

ス
で
、主
食
用
米
の
需
要
量
が
年
々

減
少
し
て
い
る
中
、平
成
30
年
か
ら
、

国
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分

が
廃
止
さ
れ
、米
作
り
は
、生
産
者

が
自
ら
の
経
営
判
断
や
販
売
戦
略

で
行
う
と
い
う
制
度
に
大
き
く
変
わ

り
、消
費
者
の
需
要
を
踏
ま
え
た
米

作
り
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、農
村
環

境
の
保
全
と
、環
境
に
配
慮
し
た
特

別
栽
培
や
有
機
栽
培
に
よ
る
安
全・

安
心
な
米
作
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、県
や
Ｊ
Ａ
と
緊
密
に
連
携
し
、

消
費
者
の
理
解
促
進
を
図
り
、米
需

要
の
拡
大
を

図
っ
て
参
り
ま

す
。

　
特
別
栽
培

の
販
売
戦
略

を
農
協
と
協

議
を
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

　
今
ま
で
は
農
協
と
協
議
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、今
ま
で
と
同
じ
考

え
で
作
付
け
販
売
は
生
産
者
の
判
断

で
お
願
い
し
ま
す
と
の
こ
と
で
す
か
。

　
生
産
者
が
自
ら
の
経
営
判
断
や

販
売
戦
略
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、村
と
し
て
は
、こ
れ
か

ら
は
農
協
と
協
議
を
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
子
ど
も
達
が
受
け
る
予
防

接
種
は
、何
種
類
あ
る
の
か
。ま
た
、

村
で
は
ど
の
予
防
接
種
に
対
し
助
成

金
を
出
し
て
い
る
の
か
、出
し
て
い

な
い
の
か
資
料
提
出
の
上
、お
伺
い

し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
予
防
接
種
は
、小
学
校

６
年
生
ま
で
に
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
接
種
が
８
種
類
、計
25
回

の
接
種
と
、任
意
接
種
で
は
あ
り
ま

す
が
、本
村
に
お
い
て
は
、行
政
措

置
接
種
と
し
て
実
施
し
て
い
る
２

種
類
、計
４
回
か
ら
５
回
の
接
種
が

ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

村
が
負
担
し
て
い
る
予
防
接
種
で
、

村
民
の
自
己
負
担
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。ま
た
そ
の
他
、任
意
接
種
と
し

て
３
種
類
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た
、毎
年
子

ど
も
達
が
受
け
る
予
防
接
種
と
し

て
は
、任
意
接
種
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
が
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
は
、

任
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、保
護
者
の

判
断
に
よ
り
接
種
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
お
い
て
は
、村
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、１
回
１
，０
０
０
円

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
回
数
は
、１
歳
か
ら
13
歳
未
満

が
年
２
回
、13
歳
か
ら
15
歳
ま
で
が

年
１
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
お

い
て
、１
回
１
，０
０
０
円
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
を
知
ら
な
い
村
民
の
た

め
に
早
急
に
通
知
で
き
な
い
か
。

　
早
急
に
村
民
に
周
知
徹
底
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

幼
児
教
育・保
育
の

無
償
化
に
つ
い
て

2

行
政
区
要
望
事
項
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

1 議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

村
政
を
問
う

一
般
質
問

円
谷
　
要 

議
員

2番

北
畠
　
正 

議
員

1番

施工前
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９
月
定
例
会
で
の
決
算
認
定
で
、一

年
間
以
上
も
家
賃
を
滞
納
し
て
い
る

方
が
お
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
が
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
っ
た
の
か
。一般
社
会
で
は
、

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、村
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き
た
の
か
。

ま
た
、滞
納
者
は
何
名
で
、額
は
い
く

ら
な
の
か
。村
民
の
皆
様
方
に
対
し

て
分
か
り
や
す
く
、伺
い
た
い
。

　
定
住
促
進
住
宅
の
家
賃
滞
納
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、ご
指
摘
の
と

お
り
、一部
の
入
居
者
に
お
い
て
、何

月
分
も
の
家
賃
を
滞
納
し
て
い
た
状

況
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、現
在
、

建
設
課
職
員
一丸
と
な
っ
て
家
賃
滞

納
の
解
消
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
家
賃
滞
納
の
原
因
と
し
ま
し
て
は
、

勤
め
て
い
た
会
社
と
の
契
約
が
切
れ
、

無
収
入
の
状
態
が
あ
っ
た
こ
と
や
会

社
の
勤
務
体
系
が
変
わ
り
、手
当
等

が
減
少
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、入
居
し
て
い
る
世
帯
の
子
ど

も
た
ち
が
中
学
生
、高
校
生
と
成
長

す
る
に
つ
れ
て
出
費
が
増
え
る
な
ど

と
い
っ
た
、家
庭
環
境
の
変
化
も
家

賃
滞
納
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
滞
納
者
へ
の
対
応
で
す
が
、督
促
、

催
告
を
行
い
、そ
れ
で
も
納
付
し
な

い
方
に
対
し
ま
し
て
は
、電
話
連
絡

や
自
宅
訪
問
す
る
な
ど
、滞
納
解
消

に
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、退
去

勧
告
と
い
っ
た
厳
し
い
対
応
ま
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。滞
納
者

と
は
納
入
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、生
活
状
況
を
考
慮
し
て
入
居

者
の
立
場
を
優
先
し
て
対
応
し
て
し

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
滞
納
が
増
え
た

一因
で
あ
る
と
反
省
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
家
賃
滞
納
に
つ
き
ま
し
て
は
、議

会
や
監
査
に
お
い
て
厳
し
い
ご
指
摘

を
受
け
て
お
り
、現
在
、滞
納
者
や
連

帯
保
証
人
と
退
去
を
視
野
に
入
れ

た
交
渉
を
行
い
、よ
り
厳
し
い
対
応

を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
決
算
後
こ
れ
ま
で
に
４
名
の
方
が

完
納
と
な
り
、現
在
、過
年
度
分
の

滞
納
者
は
４
名
の
方
で
、滞
納
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、約
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
計
画
的
な
納
入
に
よ
り

滞
納
額
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、一部

解
消
の
兆
し
も
見
え
て
き
て
い
る
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、完
納
に
至
っ

て
い
な
い
た
め
、今
後
も
引
き
続
き

徴
収
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
受
注
し
た

業
者
か
ら
下
請
け
を
し
た
業
者
の

中
に
建
設
業
の
許
可
が
取
り
消
し
さ

れ
て
い
る
会
社
が
あ
る
と
、一部
の
マ

ス
コ
ミ
誌
に
書
か
れ
ま
し
た
。そ
れ

は
事
実
な
の
か
。ま
た
事
実
で
あ
る

な
ら
ば
、工
事
を
進
め
て
い
く
上
で
、

問
題
は
無
い
の
か
を
伺
い
た
い
。

　
鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、ご
承
知
の
と
お
り
県
中
建
設

事
務
所
が
平
成
28
年
に
大
林
組
に

発
注
し
て
お
り
、現
在
、ト
ン
ネ
ル
の

本
体
工
事
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
に
お
い
て
直
接
関
与
し
て
い
な
い

た
め
詳
細
を
知
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「一部

マ
ス
コ
ミ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
ご
心
配
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
が
、工
事
の
執
行
に
問

題
は
な
く
、今
後
の
進
捗
に
は
影
響

が
な
い
よ
う
に
最
善
を
尽
く
す
」と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。村
と
し
ま
し
て

も
、村
民
の
悲
願
で
あ
る
ト
ン
ネ
ル
で

あ
る
た
め
、工
事
に
不
安
を
抱
か
な

い
よ
う
、県
に
は
た
ら
き
か
け
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鳳
坂
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
つ
い
て

2

定
住
促
進
住
宅
の

家
賃
滞
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に
つ
い
て
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村
政
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う
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8番

活気ある議会運営への取り組みに向けて
　平成30年11月13・14日、議会運営委員会（熊田喜八
委員長）5名は、議会運営にかかる調査研究として、宮城
県美里町議会を視察しました。当町議会は議会活性化調
査特別委員会を設置するなど、議会活性化に向けた取り
組みがなされており、この他にも議会基本条例の制定や
通年議会、更にはインターネット配信による議会中継な
どを行っており、導入に至った経緯や取り組み事例の説
明を受けました。 美里町議会の議場にて

▶議会運営委員会行政調査／平成30年11月13～14日

千葉県木更津市DBO方式による道の駅整備について視察
　鏡石町議会と天栄村議会の議員２１名で構成する岩瀬
地方町村議会議員協議会（会長：天栄村議会廣瀬議長）
において視察研修を実施しました。
　千葉県木更津市では、資金調達は市が行い、設計、建
設、維持管理・運営を包括的に業者に委託するという
「DBO方式」を採用し、道の駅うまくたの里が整備されま
した。その経緯や運営について、経済部農林水産課の職
員や道の駅の指定管理者より説明を受け、説明後には質
疑応答が行われるなど、先進的な事例や共通の課題とし
て見識を深めました。 木更津市議会　重城副議長

▶岩瀬地方町村議会議員協議会視察研修／平成30年11月6～7日

新春恒例の消防団出初め式を拝見
　１月６日（日）、村屋内スポーツ運動場（季楽里）にて平成
３１年天栄村消防団出初め式が開催され、村議会議員１０
名も来賓として出席しました。
　式では通常点検や機械器具点検が行われ、真剣な面持
ちで臨む団員達は、防火・防災への意識を更に強くしてい
るように伺えました。
　村議会を代表して廣瀬和吉議長が「団長を中心に団員
各位が一丸となり、不屈の消防精神の下、更なる活躍をさ
れることをご期待申し上げます。」と祝辞を述べました。 出初め式の様子

▶天栄村消防団出初め式／平成31年1月6日
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９
月
定
例
会
で
の
決
算
認
定
で
、一

年
間
以
上
も
家
賃
を
滞
納
し
て
い
る

方
が
お
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
が
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
っ
た
の
か
。一般
社
会
で
は
、

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、村
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き
た
の
か
。

ま
た
、滞
納
者
は
何
名
で
、額
は
い
く

ら
な
の
か
。村
民
の
皆
様
方
に
対
し

て
分
か
り
や
す
く
、伺
い
た
い
。

　
定
住
促
進
住
宅
の
家
賃
滞
納
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、ご
指
摘
の
と

お
り
、一部
の
入
居
者
に
お
い
て
、何

月
分
も
の
家
賃
を
滞
納
し
て
い
た
状

況
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、現
在
、

建
設
課
職
員
一丸
と
な
っ
て
家
賃
滞

納
の
解
消
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
家
賃
滞
納
の
原
因
と
し
ま
し
て
は
、

勤
め
て
い
た
会
社
と
の
契
約
が
切
れ
、

無
収
入
の
状
態
が
あ
っ
た
こ
と
や
会

社
の
勤
務
体
系
が
変
わ
り
、手
当
等

が
減
少
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、入
居
し
て
い
る
世
帯
の
子
ど

も
た
ち
が
中
学
生
、高
校
生
と
成
長

す
る
に
つ
れ
て
出
費
が
増
え
る
な
ど

と
い
っ
た
、家
庭
環
境
の
変
化
も
家

賃
滞
納
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
滞
納
者
へ
の
対
応
で
す
が
、督
促
、

催
告
を
行
い
、そ
れ
で
も
納
付
し
な

い
方
に
対
し
ま
し
て
は
、電
話
連
絡

や
自
宅
訪
問
す
る
な
ど
、滞
納
解
消

に
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、退
去

勧
告
と
い
っ
た
厳
し
い
対
応
ま
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。滞
納
者

と
は
納
入
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、生
活
状
況
を
考
慮
し
て
入
居

者
の
立
場
を
優
先
し
て
対
応
し
て
し

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
滞
納
が
増
え
た

一因
で
あ
る
と
反
省
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
家
賃
滞
納
に
つ
き
ま
し
て
は
、議

会
や
監
査
に
お
い
て
厳
し
い
ご
指
摘

を
受
け
て
お
り
、現
在
、滞
納
者
や
連

帯
保
証
人
と
退
去
を
視
野
に
入
れ

た
交
渉
を
行
い
、よ
り
厳
し
い
対
応

を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
決
算
後
こ
れ
ま
で
に
４
名
の
方
が

完
納
と
な
り
、現
在
、過
年
度
分
の

滞
納
者
は
４
名
の
方
で
、滞
納
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、約
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
計
画
的
な
納
入
に
よ
り

滞
納
額
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、一部

解
消
の
兆
し
も
見
え
て
き
て
い
る
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、完
納
に
至
っ

て
い
な
い
た
め
、今
後
も
引
き
続
き

徴
収
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
受
注
し
た

業
者
か
ら
下
請
け
を
し
た
業
者
の

中
に
建
設
業
の
許
可
が
取
り
消
し
さ

れ
て
い
る
会
社
が
あ
る
と
、一部
の
マ

ス
コ
ミ
誌
に
書
か
れ
ま
し
た
。そ
れ

は
事
実
な
の
か
。ま
た
事
実
で
あ
る

な
ら
ば
、工
事
を
進
め
て
い
く
上
で
、

問
題
は
無
い
の
か
を
伺
い
た
い
。

　
鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、ご
承
知
の
と
お
り
県
中
建
設

事
務
所
が
平
成
28
年
に
大
林
組
に

発
注
し
て
お
り
、現
在
、ト
ン
ネ
ル
の

本
体
工
事
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
に
お
い
て
直
接
関
与
し
て
い
な
い

た
め
詳
細
を
知
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「一部

マ
ス
コ
ミ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
ご
心
配
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
が
、工
事
の
執
行
に
問

題
は
な
く
、今
後
の
進
捗
に
は
影
響

が
な
い
よ
う
に
最
善
を
尽
く
す
」と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。村
と
し
ま
し
て

も
、村
民
の
悲
願
で
あ
る
ト
ン
ネ
ル
で

あ
る
た
め
、工
事
に
不
安
を
抱
か
な

い
よ
う
、県
に
は
た
ら
き
か
け
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鳳
坂
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
つ
い
て

2

定
住
促
進
住
宅
の

家
賃
滞
納
に
つ
い
て

1議 
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熊
田 

喜
八 

議
員

村
政
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問
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問

8番

活気ある議会運営への取り組みに向けて
　平成30年11月13・14日、議会運営委員会（熊田喜八
委員長）5名は、議会運営にかかる調査研究として、宮城
県美里町議会を視察しました。当町議会は議会活性化調
査特別委員会を設置するなど、議会活性化に向けた取り
組みがなされており、この他にも議会基本条例の制定や
通年議会、更にはインターネット配信による議会中継な
どを行っており、導入に至った経緯や取り組み事例の説
明を受けました。 美里町議会の議場にて

▶議会運営委員会行政調査／平成30年11月13～14日

千葉県木更津市DBO方式による道の駅整備について視察
　鏡石町議会と天栄村議会の議員２１名で構成する岩瀬
地方町村議会議員協議会（会長：天栄村議会廣瀬議長）
において視察研修を実施しました。
　千葉県木更津市では、資金調達は市が行い、設計、建
設、維持管理・運営を包括的に業者に委託するという
「DBO方式」を採用し、道の駅うまくたの里が整備されま
した。その経緯や運営について、経済部農林水産課の職
員や道の駅の指定管理者より説明を受け、説明後には質
疑応答が行われるなど、先進的な事例や共通の課題とし
て見識を深めました。 木更津市議会　重城副議長

▶岩瀬地方町村議会議員協議会視察研修／平成30年11月6～7日

新春恒例の消防団出初め式を拝見
　１月６日（日）、村屋内スポーツ運動場（季楽里）にて平成
３１年天栄村消防団出初め式が開催され、村議会議員１０
名も来賓として出席しました。
　式では通常点検や機械器具点検が行われ、真剣な面持
ちで臨む団員達は、防火・防災への意識を更に強くしてい
るように伺えました。
　村議会を代表して廣瀬和吉議長が「団長を中心に団員
各位が一丸となり、不屈の消防精神の下、更なる活躍をさ
れることをご期待申し上げます。」と祝辞を述べました。 出初め式の様子

▶天栄村消防団出初め式／平成31年1月6日
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
少
し
遅
れ
て
の
ご
挨
拶
と
な
り
ま
し
た

が
、村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
統
一選
挙
の
年
で
す
。我
が
村

で
も
村
長
選
挙
を
控
え
て
お
り
、一票
の
重

さ
が
よ
り
身
近
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
の
暮
れ
に
、村
内
中
学
生
に
よ
る

模
擬
議
会
が
開
か
れ
、活
発
な
討
議
を
さ

れ
ま
し
た
。若
い
人
が
政
治
に
興
味
を
も

って
く
れ
る
こ
と
は
、大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
、村
の
将
来
に
希
望
の
光
を
見
る

思
い
で
し
た
。

　
今
年
は
亥（
猪
）年
で
す
。今
、世
界
の

政
治
、経
済
は
エ
ゴ
の
張
り
合
い
の
様
相
で

す
。こ
ん
な
中
、猪
武
者
の
気
概
を
持
つ
こ

と
が
必
要
か
と
考
え
る
が
、農
作
物
に
被

害
を
加
え
る
猪
だ
け
は
ご
免
被
り
た
い
も

の
で
す
。
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中学生による模擬議会
［平成３０年１２月２６日］

　１２月２６日（水）に議場にて、村内中学生による模擬議会が開催さ
れました。
　天栄中学校と湯本中学校の生徒１０名が参加し、執行部と活発な
議論を交わしました。議長は天栄中学校の黒澤優斗君が務め、緊張
した面持ちながらも、立派に議長としての職を全うしました。議会終了後には、「中学生ならではの観点で質問
が出て大変嬉しく思う。今回の模擬議会を通し、行政に興味を持ってもらい、将来本物の議員となって、ここに
立ってほしい。」と廣瀬和吉議長が講評を行いました。

村 政 をが 問村内中学生 う

中学生による模擬議会で議長を務める
黒澤優斗君（天栄中）議長

❶商業施設の誘致について
❷若者が魅力を感じる村づくりの計画につい
て

車田朱璃さん（天栄中）5番

❶交流人口を増加させる観光の振興政策につ
いて
❷国道２９４号線沿いの桜並木の周辺整備に
ついて

圓谷晃生君（天栄中）1番
❶福祉を充実させる「へるすぴあ」の役割につ
いて
❷高齢者や障がい者の福祉に対する老人ホー
ムとへるすぴあの関係について

小沼楓涼君（天栄中）6番

❶外灯の設置基準について
❷不審者対応や交通事故防止に向けた外灯
設置について

蛭田周夏君（天栄中）2番
❶移住者の増加対策を含めた本村の人口減
少対策について
❷天栄村の行事や魅力等の情報発信につい
て

蛯原風馬君（天栄中）7番

❶白子テニス場の整備について
❷理科実験器具の整備について

内山巧稀君（天栄中）3番
❶今年度、新たに行った農業政策について
❷その政策の意図と成果について

室井　遥さん（湯本中）8番

❶天栄村のまちおこし計画について
❷村民へのまちおこしPRについて

大高来望さん（天栄中）4番
❶美しい村づくりに向けたゴミの不法投棄へ
の取組について

❷今後の環境整備の取組について

星　妃咲さん（湯本中）9番


